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研究成果の概要（和文）：新人看護師を対象とした社会人基礎力尺度の適用可能性を確認し、社会人基礎力と関
連要因の検討をした。新人看護師の職場適応行動尺度と職場適応状態尺度を作成し、その信頼性と妥当性を確認
した。共分散構造分析により社会人基礎力は職場適応に影響を与えることが確認された。新人看護師の円滑なト
ランジションに資する能力のひとつとして、社会人基礎力を伸長させることは効果的であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We confirmed that the scale on fundamental competencies for working persons 
could be applied to new nurses and examined the fundamental competencies of working persons and 
related factors.We created the workplace adaptive behaviors scale and the workplace adaptive state 
scale for new nurses, and confirmed their reliability and validity.The covariance structural 
analysis we performed confirmed that the fundamental competencies of working persons affect 
workplace adaptation.We suggest that one of the steps toward a smooth transition of new nurses would
 be to increase the fundamental competencies for working persons.

研究分野：看護教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 社会人基礎力策定の背景として、少子高齢
化や核家族化等の生活環境の変化に伴い、近
年の若者が職場で求められる能力を獲得し
ないまま社会人となるため、スムーズに職場
に定着することが困難な状況を招いている
現状がある(社会人基礎力に関する研究会，
2006)。社会人基礎力は、基礎学力や専門知
識、人間性、基本的な生活習慣といった他の
能力と相互に作用し合いながら、様々な体験
等を通じて循環的に成長していく。若者が人
生を通じて自分の夢を実現していくために
は、社会人基礎力の育成が非常に重要な課題
であるとされている。 
 申請者らは看護系大学生の社会人基礎力
について明らかにするために尺度を開発し、
その信頼性と妥当性を確認し(北島ら，2011)、
学生の社会人基礎力は看護実践力(細田ら，
2007)と相関関係にあり、学生の日常生活経
験における多様な人々との関わり、相互作用
的な教授－学習活動、授業外学習を取り入れ
たインストラクショナルデザインが社会人
基礎力の伸長に効果的であることを明らか
にした(北島ら，2012)。 
 Institute of Medicine(IOM) は 5つのコア
コンピテンシー(2003)に着目しており、国内
外の看護学教育において、専門分野の枠を越
えて活用できるコンピテンシーの開発に向
けて、学生の状況や学習環境などを多角的に
考慮しながら検討することが求められてい
る(Tanner, et al., 2008; Ross,et al., 2009; 大
学における看護系人材養成の在り方に関す
る検討会, 2011)。看護専門職にとって社会人
基礎力は多様な人々と協働するうえで重要
な能力の一つと考える。 
 申請者らは、社会人基礎力が職場適応を促
進し、リアリティショックの緩和に影響する
という仮説を立てた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、新人の看護師を対象に、
社会人基礎力と関連要因の検討を行い、学生
から職業人への役割移行時の課題を解決し
職業的発達を促進するための示唆を得るこ
とである。社会人基礎力は、職場や地域社会
の中で多様な人々とともに仕事を行ってい
く上で必要な基礎的な能力(社会人基礎力に
関する研究会, 2006)である。申請者らは先行
研究において、看護系大学生を対象に社会人
基礎力尺度を作成し、さらに社会人基礎力と
看護実践力および日常生活経験との関係を
明らかにしてきた。 
 本研究では、看護系大学生対象に信頼性と
妥当性が確認された社会人基礎力尺度の新
人看護師への適用可能性を確認する。さらに
新人期の看護師の社会人基礎力と看護実践
力および職業経験との関係、社会人基礎力が
職場適応やリアリティショックに及ぼす影
響に関する仮説を検証する。具体的には以下
のとおりである。 

1) 「社会人基礎力尺度の新人看護師への適
用可能性の検討」においては、社会人基礎
力のアセスメント指標として信頼性と妥
当性が確認され（北島ら, 2011）、看護系
大学生(石川ら, 2014)や一般大学生(奥田
ら, 2014)を対象に尺度として活用されて
いる社会人基礎力尺度について、新人看護
師への適用可能性を検証する。 

 
2) 「新人看護師の職場適応の質的帰納的研
究」においては新人看護師の職場適応につ
いて質的帰納的に明らかにする。 

 
3) 「新人看護師の職場適応の尺度項目の表
面妥当性・内容妥当性の検討」においては、
新人看護師の職場適応の尺度化に向けた
表面妥当性・内容妥当性を検討する。 

 
4) 「新人看護師の職場適応尺度の内容妥当
性の検討」においては新人看護師の職場適
応尺度の内容妥当性を検討する。 

 
5) 「新人看護師の職場適応尺度の信頼性・妥
当性の検討」においては、新人看護師の職
場適応尺度の構成概念妥当性、基準関連妥
当性(併存妥当性)、信頼性(内的一貫性、安
定性)を確認する。 

 
6) 「新人看護師の社会人基礎力が職場適応
に与える影響の検討」においては、新人看
護師の社会人基礎力が職場適応に与える
影響を明らかにし、円滑なトランジション
に向けた示唆を得る。 

 
３．研究の方法 
1) 社会人基礎力尺度の新人期看護師への適
用可能性の検討 
 対象：近畿圏の 200床以上の一般病院から
有意標本抽出し協力を得られた 6施設の、新
卒で採用された１年未満(1 年目)の看護師
473名。調査期間：平成 26年 8月から 12月。
調査方法：①社会人基礎力尺度(36 項目 6 段
階リッカートスケール)、②看護実践力尺度
(20項目 5段階リッカートスケール)、③日常
生活経験 40 項目④個人背景から構成される
無記名自己記入式質問紙調査、調査票回収は
郵送法。 
 
2) 新人看護師の職場適応の質的帰納的研究 
 対象：200床以上の一般病院から便宜的に
抽出した 4施設の新卒で新規採用され、社会
人としての就業経験がなく(学生時代のアル
バイトは除く)、准看護師経験がない同一部署
にて就職後 1年を乗り越えた 2年目の看護師
16名。調査期間：平成 25年 8月から 12月。
調査方法：職場適応行動と職場適応状態を問
う半構成的面接法。分析方法： Piaget 
(1948/1978)を参考に職場適応行動と職場適
応状態について質的帰納的に分析した。 
 



3) 新人看護師の職場適応の尺度項目の表面
妥当性・内容妥当性の検討 
 対象：新人看護師の指導経験を有する看護
教育学の研究者 5 名。調査期間：平成 26 年
11月。調査方法：質的帰納的に抽出した職場
適応行動 5コアカテゴリー、96サブカテゴリ
ー、職場適応状態 4コアカテゴリー、53サブ
カテゴリーについてのグループインタビュ
ー。分析方法：項目の内容の妥当性、表現の
明確性、回答のしやすさ、質問項目の順序の
適切性を検討し項目を精錬した。 
 
4) 新人看護師の職場適応尺度の内容妥当性
の検討 
 対象：新人看護師の指導または看護管理の
経験を有する看護教育学の研究者 9名。調査
期間：平成 27年 2月から 3月。調査方法：
新人看護師の職場適応尺度項目について「関
連がない」〜「かなり関連がある」の４段階
リッカート方式にて回答する無記名自記式
質問紙調査、回収は郵送法。分析方法：内容
妥当性指数 (Item-Level Content Validity 
Index：I-CVI)が 0.78以上なら適切な内容妥
当性を示していると判断し (Polit et al., 
2007)、0.78 未満の項目は尺度原案から削除
し、尺度項目を精選した。 
 
5) 新人看護師の職場適応尺度の信頼性・妥
当性の検討 
 対象：国内の病床数 200床以上の一般病院
から無作為標本抽出した施設の、社会人とし
ての就業経験や(学生時代のアルバイトは除
く)、准看護師経験がない就職後 1 年未満(1
年目)の看護師 1297 名。調査期間：平成 27
年 7 月から 12 月。調査方法①新人看護師の
職場適応尺度原案(職場適応行動 82項目、職
場適応状態 51項目)、②職務満足測定尺度 28
項目(撫養ら，2014)、③個人背景から構成さ
れる無記名自己記入式質問紙調査、調査票回
収は郵送法。 
 
6) 新人看護師の社会人基礎力が職場適応に
与える影響の検討 
 対象：社会人としての就業経験がなく(学生
時代のアルバイトは除く)、准看護師経験がな
い就職後 1年未満(1年目)の看護師約 1000名。
調査期間：平成 28年 1月から 3月。調査方
法：①社会人基礎力尺度(北島ら，2011) 36
項目 6段階リッカート・スケール、②新人看
護師の職場適応尺度(職場適応行動 34項目 5
段階リッカート・スケール、職場適応状態 26
項目 5 段階リッカート・スケール)、③個人
背景から構成される無記名自己記入式質問
紙調査、調査票回収は郵送法。分析方法：本
研究の概念枠組みに基づきモデルを作成し、
社会人基礎力による職場適応の影響につい
て共分散構造分析を用いて検討した。 
 
４．研究成果 
1) 社会人基礎力尺度の新人看護師への適用

可能性の検討 
 調査票は 473 名に配付、回収数 154 名(回
収率 32.6%)、分析対象 131 名。社会人基礎
力の Shapiro-Wilk の正規性の検定は社会人
基礎力合計得点で正規分布を認め、新人看護
師の社会人基礎力 36項目の Cronbach’sα係
数は 0.92、アクション 0.83、シンキング 0.84、
チームワーク 0.89であった。新人看護師の社
会人基礎力と看護実践力の Spearman の相
関係数は、0.586の有意な相関関係にあった。
新人看護師の社会人基礎力はロジスティッ
ク回帰分析の結果、日常生活経験の影響を受
けることが確認された。 
 新人看護師対象の調査において、社会人基
礎力尺度は内的一貫性を有することが確認
された。今回の調査結果と先行研究(北島ら, 
2011；2012)の結果は、社会人基礎力と関連
要因の関係における類似性が高く、社会人基
礎力尺度は新人看護師を対象とした調査に
も適用可能なアセスメント指標と考えられ
る。 
 
2) 新人看護師の職場適応の質的帰納的研究 
 適応行動は 269コードから 96サブカテゴ
リー、35カテゴリー、5コアカテゴリー【職
務上必要な専門知識を学ぶ行為】、【新たな関
係を構築する行為】、【職務を円滑にする行
為】、【仕事に備え自己を整える行為】、【仕事
に臨む心構え】が生成された。職場適応状態
は 130コードから 53サブカテゴリー、14カ
テゴリー、4 コアカテゴリー【チームへの所
属感】、【看護実践の手応え】、【自立的な役割
の遂行】、【仕事に対する自己効力感】が生成
された。 
 新人看護師は新たに加わった職場におい
て、新たな行為や思考を取り入れたり、自己
のそれまでの考え方を変容させたりする行
動をとっていることが明らかになった。これ
は Piaget の説明する同化と調節と考えられ
る。職場適応状態の内容は標準クリニカル・
ラダーレベルⅠ(日本看護協会, 2003)と類似
性があり、一般的に新人看護師に求められて
いる現実と乖離しない到達可能なレベルの
適応状態を記述していると考える。本研究の
結果は、新人看護師の職場適応の基礎的資料
として活用可能であると考える。 
 
3) 新人看護師の職場適応の尺度項目の表面
妥当性・内容妥当性の検討 
 コアカテゴリー間における移動の必要性
のあるサブカテゴリーは認めなかった。同一
のコアカテゴリー内における内容の類似性
による項目の統合や、複数の意味内容を含む
項目の分割の必要性を認め、回答者に誤解を
与える、あるいは理解が困難と考えられる項
目は表現を修正した。以後、サブカテゴリー
を項目と称することとし職場適応行動は 98
項目、職場適応状態は 54 項目の尺度項目と
して整理され、新人看護師の職場適応尺度項
目(原案)が作成された。職場適応尺度項目(原



案)の職場適応行動は 5つの概念【職務上必要
な専門知識の修得を促進するための行為】、
【職場において新たな関係を構築するため
行為】、【日常の職務を円滑にする行為】、【仕
事に備え自己を整える行為】、【仕事に臨む心
構えや姿勢】から構成される。職場適応状態
は 4つの概念【チームへの所属感】、【看護実
践の手応え】、【自立的な役割の遂行】、【仕事
に対する自己効力感】から構成される。 
 新人看護師の職場適応尺度項目(原案) の
職場適応行動 98項目、職場適応状態 54項目
は、新人看護師の指導経験を有する看護教育
学の研究者 5名によるグループインタビュー
の結果、表面妥当性・内容妥当性を確保でき
たと考える。 
 
4) 新人看護師の職場適応尺度の内容妥当性
の検討 
 I-CVIが 0.78以上の項目を採択とし、職場
適応行動は 16項目を不採択、82項目が採択
された。職場適応状態は 3項目を不採択、51
項目が採択された。 
 Expert Panelsを 5～10人とすると安定し
た CVIを算出できる(Lynn, 1986)とされ、本
調査は 9名により検討された。新人看護師の
職場適応尺度項目(原案)は、職場適応行動 82
項目、職場適応状態 51 項目の尺度として、
内容妥当性を確保した尺度項目として洗練
されたと考える。 
 
5) 新人看護師の職場適応尺度の信頼性・妥
当性の検討 
 無作為に 250 施設を抽出し、67 施設の看
護管理責任者より調査票配布の協力を得た。
調査票配布 1297 名、回収 348 名(回収率
26.8%)、社会人経験ありと回答したものと欠
損値のあるもの合計 44 名を削除し、分析対
象 304名とした。項目分析によりフロア効果
は認めず、シーリング効果を認めた職場適応
行動 10 項目、職場適応状態 1 項目を削除し
た。歪度・尖度の検討を実施し、職場適応行
動から削除する項目はなく、統計量が±2の範
囲内になかった職場適応状態の 1項目を削除
した。修正済み項目合計相関 (Corrected 
Item-Total Correlation：CITC)によって相関
が.30 以下であった職場適応行動 3 項目を削
除した。職場適応行動 69 項目、職場適応状
態 49項目について探索的因子分析(主因子法、
プロマックス回転)を実施し、職場適応行動は
5因子34項目が残り(累積因子寄与率53.12)、
Cronbach’sα係数 .930、因子別では .759
～ .912、因子間相関は職場適応行動 .295
～.556の間であった。職場適応状態は 4因子
26 項目が残り (累積因子寄与率 57.27)、
Cronbach’sα係数.946、因子別.824～.931、
因子間相関は.446～.675の間であった。職場
適応尺度全体および下位尺度と、職務満足測
定尺度全体および下位尺度は.466～.744 の
有意な正の相関係数にあった。テスト・リテ
スト法により第 1回調査と第 2回調査の結果

は.630～.724 の有意な正の相関関係にあっ
た。 
 新人看護師の職場適応尺度の下位尺度で
ある職場適応行動と職場適応状態には、それ
ぞれ内的一貫性があることが示された。職場
適応尺度と職務満足測定尺度の相関係数か
ら、職場適応尺度の基準関連妥当性(併存妥当
性)が確認された。第 1回調査と第 2回調査の
結果の相関関係から、職場適応尺度の安定性
が確認された。 
 
6) 新人看護師の社会人基礎力が職場適応に
与える影響の検討 
 回収 662名 (回収率 33.7%)、分析対象 613
名。本研究の概念枠組みに基づく多重指標モ
デルを構成し、共分散構造分析により社会人
基礎力から職場適応への影響を検討した。社
会人基礎力から職場適応へのパス係数は
0.77、決定係数は 0.59を示した。モデル適合
度は GFI=0.990、AGFI=0.962、CFI=0.993、
RMSEA=0.070を示し許容範囲であった。 
 新人看護師の職場適応行動尺度と職場適
応状態尺度は、構成概念妥当性、基準関連妥
当性、内的一貫性と安定性による信頼性を確
保した尺度と考える。社会人基礎力は職場適
応に影響を与えることが確認され、新人看護
師の円滑なトランジションに資する能力の
ひとつとして、社会人基礎力を伸長させるこ
とは効果的であると考えられる。 
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